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DI推進室発行

大学病院に男女共同参画事業推進委
員会（元気プロジェクト）を設立

厚生労働省平成 28 年度女性医師キャリ
ア支援モデル普及推進事業に採択

病院の委員会を「ダイバーシティ・インク
ルージョン（D＆I）委員会」に名称変更

文部科学省令和 2 年度科学技術人材育
成費補助事業ダイバーシティ研究環境実
現イニシアティブ（特性対応型）に採択
大学内にダイバーシティ・インクルージョン

（DI）推進室を設立し、全学でのDI推進
事業として KG-PROJECTを開始

※KG：KはKurume、GはGenkiやGene
（遺伝子）を表わします。

　第2回 DI Dayを2021年11月11日に完全オンラインで開催しました。
第一部は、令和 2 年度内村助成金大学院生枠採択者の研究発表、
第 2部は押味貴之先生（国際医療福祉大学医学部医学教育統括セン
ター准教授）による「医師・研究者にとっての英語の学び方」の講演
会でした。最後に内村助成金大学院生枠優秀賞発表があり、生理
学講座の中島明子先生が受賞されました。

　最近の思うことというお題を頂き真っ先にコロナが頭
に浮かんだ。コロナはかけがえのない人命だけでなく
大切な人生の行事や遠方の親兄弟との交流、友人と
の語らい、旅の楽しみと私たちから多くのものを奪って
いった。一方で学会や研究会が web 開催になり、足を
運ばなくとも学べる機会を持てるようになったのは大き
かった。そのことが真新しく、自宅で料理をしながら研
究会に参加したりして喜んでいたが、あるときふとWeb
だけではなかなか議論が深まらなかったり、人との繋
がりがあまり広がっていないことに気づいた。顔を突き合わせて語らうことがいかに
有難いものかをコロナは教えてくれたのかもしれない。そんな尊い時間が存分にもて
る日が一日も早く来ますように。早い感染収束を願うばかりである。

H26

H28

R2/4月

R2/11月

志波 直人先生（ 副学長・病院長 ）

大塚 麻樹先生
（内科学講座（心臓・血管内科部門）/

高度救命救急センター CCU）

写真（上）
押味先生と司会進行する溝口教授
写真（左）
受賞者を囲んで記念撮影

Report
第2回  DI  Day

Focus
令和2年度内村助成金 大学院生枠採択者

　韓国出身。来日9年目。介護現場で7年間勤務後、
2018年に久留米大学大学院比較文化研究科に入
学しました。（研究と仕事の両立のために現在は休
学中。2022 年9月に復学予定です）現在は、北九州
市にある「九州医療スポーツ専門学校 生涯スポー
ツトレーナー介護福祉学科」の専任教員3年目です。
　大学院の研究テーマは「介護分野における外国
人の受け入れ」です。主に人材の育成や確保に視
点をおいて研究を進めています。
● 好きな言葉：You caǹ t be no else
九州医療スポーツ専門学校の前校長先生より聞い
た言葉でとても感銘を受けた言葉です。
● 好きな食べ物：大根おろし　● 趣味：キャンプ

鄭 端河さん
（比較文化研究科）

チョン　ソ　ハ

皆さん へ のメッセージ
「研究と仕事」両立の難
しさを実感しているところ、
内村助成金とDI Dayが
とても良い刺激になりま
した。チャンスがある際は、
躊躇せずに挑戦すること
が大事だと思います。
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研究者によるリレー・コラム ❸

Summary
概要

Background
ダイバーシティ推進について

ダイバーシティ環境づくりのための事前調査結果から抜粋

［調査概要］実施日：2021年7月から8月
調査対象：旭町キャンパスと医療センター所属の教員
　　　　　（後期研修医以上）、大学院生、研修医
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当大学には「ダイバーシティ（多様性）を
意識した制度」がある

R2年度 内村助成金大学院生枠採択者
中島 明子さん

（生理学講座 統合自律機能部門）
● 略歴：基礎医学の面白さに感銘を受けて、
生理学者を志しました。初期研修修了後、大
学院に進学しました。
● 研究の内容：脳の作動メカニズム解明に挑んでいます。大学院では電気
生理学・分子生物学実験技法、シミュレーション解析技術を磨いてきました。
昨年は新たに遺伝子編集技術 CRISPR-Cas9 を取り入れました。
● 受賞の喜び：これまでの歩みを実感し、次の研究への励みとなりました。
● 好きな言葉：臨機応変
● 趣味：変化朝顔の栽培、有明海・干潟の生き物の飼育・観察
● 好きな食べ物：黒棒、黒糖ドーナツ棒、マンハッタン
● 研究とライフの両立のコツ：常に前進できるように自分を鼓舞しながら、集
中して研究に取り組んでいます。一方で、休息・リフレッシュの時間も十分
に取り、規則正しい生活習慣を心がけています。
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